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茨城県東茨城郡桂村岩船の中新統から産出した植物化石

尾上　亨＊坂本　亨＊

ONoE，T．and　SAKAMoTo，T．（1986）Plant　fossils　from　the　Miocene　in　Katsura・mura，

　　Ibaraki　Prefecture，Japan．βz〆」．G60Z．S％プび．∫αραπ，vo1．37（9），p．491－493。

　阿武隈山地と八溝山地とにはさまれた久慈川・那珂川

一沿岸に発達する新第三系からは，従来大子付近や常陸大

宮付近から中新世前一中期を示す台島型植物群の産出が

知られていた（阿久津，1952；TANAI，1961；大山・笠

井，1974；大槻，1975など）．筆者らは，最近，水戸市

の北々西約20kmの所にある東茨城郡桂村岩船におい

て，八溝山地を構成する中生界の中に孤立した小分布を

示す新第三系から，台島型の特徴を示す化石植物群を見

いだした．この化石植物群は，化石の保存はあまり良く

ないが，今まで報告されていなかったものなので，ここ

にその概略を述べる．

　植物化石採集地点は第1図に示した．この場所は，周

囲を中生層と花闘岩とに取り囲まれて孤立した新第三系

分布域の中にある．この孤立的な分布を示す新第三系は，

既にOMORI（1958）によって地質図に図示されており，

Iwafune　T雌（岩船凝灰岩層）と命名されている．

　化石採集地点の地層は，粗粒凝灰岩と凝灰質泥岩が数

cmの厚さをもって交互する互層からなっており，凝灰

質泥岩中から層理に平行にはさまれた葉化石を産する．

葉化石は破片状のものが多く，あまり大形のものは産出

しない．地層は，緩い向斜をなし，全体として南へ緩斜

している．この地層は，岩相的に見て，OMORI（1958）が

図示しているように，那珂川西岸地域に発達する新第三

系の下部一凝灰角礫岩・軽石凝灰岩などの火山岩類を

主とする部分一の一部に相当するものであろう．

　今回植物化石を採集した場所は，化石を大量に採集で

きる条件にないため，採集された化石は個体数及び種数

とも豊富ではないが，第1表のとおり17種を同定する

ことができた．このうち，z幽o昭㈱g副が産出個体

数において最も多く，伽粥％s％碗ho7漉，伽θプo粥sp．，

CαS∫α％θαア7Z歪0ア％oπ∫∬初zα，ハ4α61毎」％S％90α％α，L’9％弼α％Zわ伽’

＊地質部

加o吻加も比較的多く産出し，これら多産種はいずれ

も台島型植物群に普遍的に見られるものである．

　阿久津（1952）は茨城県常陸大宮付近に分布する新第三

系の国長層，小貝野層，桜本層及び玉川層から産する植

物化石について報告している．いずれの層準からも，

産出する化石の種類は少ないが，この植物群は窺郷s

膨θ73オθ乞纏，Fα9％sα％拗oガ，L卿∫伽伽7sp，，Z幽oびσ

観g痂，UJ〃郷」伽g珈磁など，中新世前一中期の植物

群に比較的多く産する化石からなっている．また，阿久

津（1952）によれば，玉川層から多産する貝化石の特徴か

ら，同層は中一下部中新統と考えられている．

　TANAI（1961）は茨城県久慈郡大子町の北部及び西部地

域において，浅川層から多くの植物化石を採集し，浅川

化石植物群と称して，その内容を明らかにした∋この植

物群には，Co〃2かo％∫σ％側吻㈱％∫，Cαゆ∫伽s〃z∫ooθ％Joα，

Cα伽％9α吻o魏o〃∫5sづ〃zσ，Q％θ翅s〃z伽47観soαθ，Q．

〃麗0かαプゑα配JJ3ラ　ZoJ彦0ρα　Z粥9θプ歪，　L勿％砺α〃Zわσ7　〃Z∫03歪％∫αZシ

窺㈱9∫耀卿鰯吻伽〃Z力三多く，P柳06α7鋼鰐雛

吻渉γOSα，Pαプ70吻fσ9蜘磁，1～勧S〃ZゴOS％ooo磁％θα，

S砂歪擁％s勉惚肋7漉も含まれており，この組成は台島型

植物群のそれと似ていると述べている．

　大山・笠井（1974）によれば，大子町上金沢，南田気，

長岡，・松沼，近町，下金沢，相川の金沢層からハ40雄

S99％0毎006漉卿疏S，Sα」㍍かαプ伽S，CO吻擁宛％側耀％一

％∫，L勿初伽魏肱7駕∫os∫勉oα，ハ」α％9伽吻sp．などの化石が

産出している．更に，大山・笠井（1974）及び大槻（1975）

は，大子町を中心とした地域の浅川層からColn窮o勉α

％側卿α％％6をはじめ，Cαs躍％θα吻∫o吻o〃∫ss∫吻σ，Zθ漁ooα

観9θ万，L勿痂4α励礎薇OS伽あσ，ル毎6漉1郷〃90伽αなどの

台島型植物群の特徴種を報告している．

　今回桂村岩船から産出した化石植物群は，これまでに

報告されている大子町を中心とした金沢層及び浅川層の

植物群，更に常陸大宮付近の国長層，小貝野層，桜本層
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第1図　植物化石産出地点（斜線部は新第三系のおおよその分布域を示す）

　（国土地理院1980年発行　5万分の1地形図「常陸大宮」の一部を使用）

　　第1表　茨城県東茨城郡桂村岩船産植物化石

化　 石　 名

P伽ssp．

P飽700σ7ッσαsy窺ア％8ケOSσKonno

Sσ」魏oσ擁σns　Goeppert

Po卿」％sδσlsσ卿o躍θs　Goeppert

Bθ劾」σ肋〃z∫80θ％sJs　Tanai

Cσゆ吻％ε吻ooθ勉oσTanai

Cσs！伽θσ癬o吻o〃∫ss枷σHu　et　Chaney

Qz昭γo銘s％磁hoγs認Kryshtofovich

Q塀o％ssp．

U枷％s　Jo％9∫力1毎Unger

Zθ〆たoz7αz6π907∫Kovats

砿αoh彦1％5％go佛σHuzioka

L勿％躍σ励σ7雁os耀oσHu　et　Chaney

．乙θsカθ4θ9σsp．

Soヵho7α痴oノ砂o痂6σ，Hu　et　Chaney

ハθso％Z％s吻σ伽s　Tanai

“
1
4
」
伽
9 伽窺σθ9観」がol勿勉（Goeppert），，

化石産出頻度
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標本登録番号

GSJ　F11809

GSJ　F11810

GSJ　F11811－1

GSJ　F11812

GSJ　F11813

GSJ　F11814

GSJ’F11815

GSJ　F11816

GSJ　F11817，11811－2

GSJ　F11818

GSJ　F11819，11820

GSJ　F11821

GSJ　F11822，11823

GSJ　F11824

GSJ　F11825

GSJ　F11826

GSJ　F11827

a：多い，c：普通，r：まれ
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茨城県東茨城郡桂村岩船の中新統から産出した植物化石（尾上

及び玉川層から産出した植物群の内容と共通するものが

多く，この化石植物群も中新世前一中期の台島型植物群

に相当するものと考えられる．
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